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小児がん連携病院と小児がん医療

小児がんセンター長　松本公一
（まつもときみかず）

2020.5.28     都道府県がん診療連携病院連絡協議会 情報提供・相談支援部会
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今日のお話

日本の小児がん医療の現状

お願い

小児がん連携病院はどのようにして決まったか

小児がんと成人がんの連携
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まずは、小児がん医療の現在について
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白血病

神経芽腫

胚細胞性腫瘍

悪性リンパ腫
組織球症

TAM

その他

脳脊髄腫瘍

軟部腫瘍

骨腫瘍

肝腫瘍
腎腫瘍

網膜芽腫

その他

35.9%

7.2%

14.9%
6.6%

5.8%

5.9%

5.3%

骨腫瘍
3.8%

3.2%

日本の小児がん（日本小児血液・がん学会 疾患登録 2016年集計 ）

日本小児血液・がん学会 2013-

2015登録症例より

血液腫瘍

固形腫瘍
n=990/年

n=1082/年

小児がんは種類が多い
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All Sites, All Races
Bone & Joint
Brain & ONS
Hodgkin lymphoma
ALL
AML
Neuroblastomaa
Non-Hodgkin lymph
Soft tissue
Wilms' tumorb

すべての小児がん
骨腫瘍
脳脊髄腫瘍
ホジキンリンパ腫
ALL
AML
神経芽腫
非ホジキンリンパ腫
軟部腫瘍
ウイルムス腫瘍

年代別小児がん発生部位別の5年生存率
%

80%

小児がんの生存率は80%を超える

SEER Cancer Statistics Review 1975-2016　table28.8より
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小児がんの地域分布

関東甲信越

2016

東海北陸

近畿

中四国

九州

北海道

東北

802例
37.3%

14.0%

16.9%

8.9%

12.1% 7.0%

3.8%

(n=2148)

全国がん登録 (15歳未満）
2014-2016

情報公開

関東甲信越

東海北陸

近畿

中四国

九州
北海道

東北

1029例
38.7%

15.5%

16.6%

8.5%

10.6% 5.9%

4.2%

(n=2659)

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000624853.pdf
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日本におけるがん対策

がん対策基本法

がん対策推進基本計画 少なくとも6年毎に検討を加える

平成18年6月成立、平成19年4月施行
平成28年12月改正

がん対策を総合的かつ計画的に推進

都道府県がん対策推進計画

平成29年10月    第3期がん対策推進基本計画

平成24年6月　第2期がん対策推進基本計画
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がん対策基本法

全国どこでも同じレベルの医療が受けられる環境整備や、
政府が総合的ながん対策として「がん対策推進基本計画」を策定

することなどを目的に制定

民主党参議院

山本たかし 議員
1949年7月7日 - 2007年12月22日

平成18年6月成立、平成19年4月施行

2006年5月22日参議院本会議日本人の二人に一人はがんにかかる、三人に一人はがんで亡くなると
いう時代に入っています。乳がんや肝臓がんなどは若い患者も急速に
増えています。今や、がんは最も身近な病気です。しかし、がん治療
には地域間格差、施設間格差があって、治療法があるのにもう治らな
いと言われて見放されたがん難民が日本列島をさまよっています。
（略）がん患者は、がんの進行や再発の不安、先のことが考えられな
いつらさなどと向き合いながら、身体的苦痛や経済的負担に苦しみな
がらも、新たな治療法の開発に期待を寄せつつ、一日一日を大切に生
きています。私があえて自らがん患者だと申し上げましたのも、がん
対策基本法の与党案と民主党案を一本化し、今国会で成立させること
が日本の本格的ながん対策の第一歩となると確信するからです。

https://www.nikkei.com/article/DGXNASFS2303P_T20C13A5000000/

https://www.youtube.com/watch?v=skLUObSLNHA
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第２期　がん対策推進基本計画

重点的に取り組むべき課題

1. 放射線療法、化学療法、手術療法の更なる充実と 
これらを専門的に行う医療従事者の育成

2. がんと診断された時からの緩和ケアの推進

3. がん登録の推進

4. 働く世代や小児へのがん対策の充実

2013年2月に15拠点病院が
選定された。

2012年6月

成人のがん診療連携拠点病院は2006年からです 
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東京都立小児総合医療センター

埼玉県立小児医療センター

神奈川県立こども医療センター

東北大学病院

北海道大学病院

三重大学医学部 
附属病院

九州大学病院

広島大学病院

兵庫県立こども病院

京都府立医科大学 
附属病院

京都大学医学部 
附属病院

大阪市立総合 
医療センター

名古屋大学医学部 
附属病院

静岡県立こども病院

新しい小児がん拠点病院
2019.3~

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/cancer_center/cancer_kyoten/index.html
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小児がん拠点病院事業のキーワード

均てん化 集約化
どこの病院でもレベルの高い医療を

受ける事ができる
少ない疾患、難しい疾患は集中させる

情報提供

人材育成地域連携
朝日新聞記事より
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小児がん中央機関
厚生労働大臣が指定する小児がん中央機関は拠点病院を牽引し、全国の小児がん医療

の質を向上させるため、以下の役割を担うものとする。

小児がん相談員専門研修により、250名
の小児がん専門相談員が誕生した 「小児がん情報サービス」

を構築

拠点病院院内がん登録データの
小児がん特別集計を行い公表

成人拠点病院に実施してい
る相談員基礎研修(1)(2)(3)

を提供

小児がん中央診断
（病理、分子診断、

放射線）

小児がん登録に関して
学会との擦り合わせ

多職種
診療チーム研修

（脳腫瘍(H27)、長期
フォローアップ(H28)、
造血細胞移植(H29)）

小児がん連携病院は協議会に参画している病院を中心にしてブロックで指定されました
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AYA

H30. .11

小児がん診療・支援のさらなるネットワーク化
AYA

H30. .11
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でも、勝手に連携病院を決めたわけではありません
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小児がん連携病院の指定 

拠点病院は、地域の「質の高い医療及び支援を提供するため
の一定程度の医療資源の集約化」を図るために、次に掲げる
（１）から（３）のそれぞれの類型ごとに、小児がん連携病
院を指定することができる。指定に際しては、事前に地域ブ
ロック協議会において議論を行い、意見を聴取することとす
る。なお、小児がん連携病院が最低限満たすべき要件につい
ては、下記に示す事項を参考に、地域の実状を踏まえ、各地

域ブロック協議会で協議の上、定めるものとする。 

2018.7.31 健発0731第２号　厚生労働省健康局長 通知　「小児がん拠点病院等の整備について」  
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小児がん連携病院の類型①

2018.7.31 健発0731第２号　厚生労働省健康局長 通知　「小児がん拠点病院等の整備について」  
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小児がん連携病院の類型②

2018.7.31 健発0731第２号　厚生労働省健康局長 通知　「小児がん拠点病院等の整備について」  
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ブロック別小児がん連携病院の概要

＊全国がん登録(2016) 登録数 / カテゴリー１病院数＋拠点病院

＊

（2020.4.1現在）

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/cancer_center/cancer_kyoten/renkei_list.html
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カテゴリー１ カテゴリー２ カテゴリー３

地域の小児がん診療 
を行う連携病院

特定のがん種、放射線治療 
を行う連携病院

長期フォローアップ 
を行う連携病院

小児がん相談員の配置が望ましい

106 施設 12 施設 46 施設

関東甲信越ブロックでは、小児がん相談員の配置をマストとしている

小児がん連携病院のまとめ

2020.4現在
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小児がんと成人がんの連携はどうしたら良いのか
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上皮内がんを除く全部位のがん罹患数は、99 万 5132 人 

大腸がん

胃がん

肺がん

乳がん

肝がん

小児がん

2016年全国がん登録　速報値より

2144人

158127人

134650人

125425人

95525人

42762人

AYAがん 22446人
小児・AYAがんの人数は 

成人がんと比較して圧倒的に少ない

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000624853.pdf
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小児がん 成人がん

都道府県がん診療連携拠点病院　51

地域がん診療連携拠点病院（高度型）47
地域がん診療連携拠点病院　275

地域がん診療連携拠点病院（特例型）26
特定領域がん診療連携拠点病院　１

国立がん研究センター　２

がん診療連携拠点病院　402

地域がん診療病院　45

小児がん拠点病院　15

小児がん中央機関　２

小児がん連携病院　140

小児がんと成人がんの対比

小児病院が多い 
地域ブロック単位

がんセンターが多い 
都道府県単位
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総合病院 総合病院大学病院

病院数 患者数

小児がん診療の実態

大学病院

n=156 n=2930

2018 小児がん拠点病院・連携病院の情報公開より

1756 
(59.9%)

こども病院

がんセンターがんセンターこども病院

659 (22.5%)

74 
(47.4%)

60 
 (38.5%)

15 
 (9.6%)

374 
 (12.8%)

7 
 (4.5%)

141 
 (4.8%)
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総合病院

患者数

小児がん診療の実態

大学病院

n=2930

2018 小児がん拠点病院・連携病院の情報公開より

1756 
(59.9%)

こども病院

がんセンター

成人がんのがん診療拠点病院では 
カバーされていない

659 (22.5%)

大学病院、総合病院、がんセンターのほとんどは 
成人がんのがん診療拠点病院でカバーされている
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15-20歳は「若い大人」か「年長の小児」か？ 
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AYA世代がんに関しての連携が重要

小児がん経験者の長期フォローアップ 
に関しての連携が重要

小児がんと成人がんの連携に関しては

特に、小児がん連携病院　カテゴリー３の役割は大きい

治療のみならず、支援の部分でも連携が必要
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お願いしたいこと①

小児がんのことを正しく知って、情報提供してください
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小児がんは数が少ない

小児がんは種類が多い

小児がんは治癒率は80％
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小児がん拠点病院　情報公開
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お願いしたいこと②

長期フォローアップが大切になります

困ったら、小児がん拠点病院に相談してください
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小小児がん医療相談ホットラインを開設しました 

子どもが小児がんと診断された。診断や治療について詳しく知りたい。 
主治医に説明してもらったが、内容が難しく十分に理解できない。 
いま受けている治療が最適なのかどうか知りたい。専門の医師の意見を聞きたい。
過去に小児がんの治療を受けたが、進学を契機に通院が途絶えてしまった。どこにかかれば良いのか？ 

小児がん　ホットライン 

子
主
い
過
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お願いしたいこと③

小児がん相談員専門研修を受講してください

小児がん相談員の配置が望ましい
関東甲信越ブロックでは、小児がん相談員の配置をマストとしている

2020年は9月26-27日（成育）を予定していますが、、
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小児・AYA世代のがんの長期フォローアップ 
に関する研修会　というのもあります

今年はコロナで開催が大変ですが、、、、
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小児がんのトータルケア
医師、看護師だけではなく、薬剤師、栄養士、ソーシャルワー
カーなど子どもの治療や入院生活に関わる全ての職種のメン
バーが一体となって、患者さんである子どもとその子どもを
とりまく家族や兄弟をも含めて総合的に行うケアのこと。
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みんなで協力して、小児がん医療を 
よりよいものにしてゆきましょう
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令和元年度
地域相談支援フォーラムin青森開催報告

青森県立中央病院

飯村 健治

〜KNOW〜 to us/to myself
がん相談員を知ってもらうこと、相談員が自身を知ること
日時：令和元年11月16日（土） 10:00〜17:00

場所：青森新都市病院 3階 大講堂

地域相談支援フ ォ ーラムin 青森

お問い合わせ先（ 事務局） 青森県立中央病院がん相談支援センタ ー　 ☎0 1 7 -7 2 6 -8 4 3 5 （ 直通）

JR新青森駅西口より 徒歩３ 分

会場　 青森新都市病院　 ３ 階大講堂 
　 （ 青森市石江３ 丁目１ 番地）

主催： 青森県がん診療連携協議会相談支援部会 

共催： 東北がんネッ ト ワーク がん患者相談室専門委員会 

岩手県・ 秋田県・ 宮城県・ 山形県・ 福島県各がん診療連携協議会がん患者相談部会 

後援： 青森県・ 岩手県・ 秋田県・ 宮城県・ 山形県・ 福島県

令和元年1 1 月1 6 日㈯
1 0 ： 0 0 ～1 7 ： 0 0

がん相談員を知っても ら う こ と 、 相談員が自身を知るこ と

第1 部（ 発表）  

東北各県の広報 
（ がん地域療養冊子、 ホームページの活用）  

第２ 部（ 講演・ グループセッ ショ ン）  

相談員のスト レスマネジメ ント  
～スト レスを成長の糧にする～ 

　 講師　 福地智巴　 先生 
（ 静岡県立静岡がんセンタ ー）

KNOW 
to us /  to myself

研修会終了後A -FA CTORY （ 青森市内） にて懇親会を用意し ています。  
詳細は「 懇親会のお知ら せ」 をご確認く ださ い。

国立がん研究センタ ー「 認定がん専門相談員」 Ⅲ群該当研修（ １ 単位）

資料３-５
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主催 青森県がん診療連携協議会がん相談支援部会

共催
東北がんネットワークがん患者相談室専門委員会
秋田県・岩手県・宮城県・山形県・福島県がん診療連携協議会患者相談部会

後援 青森県、秋田県、岩手県、宮城県、山形県、福島県

研修の趣旨

がん相談における東北6県の広報手段（地域療養冊子、ホームページの活用方法）を知り、行政を交えて、地域
の特徴に応じた方策について情報共有する。がん患者さんやご家族、地域をどのように支えることができるかに
ついて考え、支援に繋げることを目指す。また、日頃の相談支援業務で、自身の心身の負担が大きくなりがちな
がん相談員が、ストレスマネジメントについて学び、考え、ストレスも成⻑の糧として今後の相談業務を実践し
ていくことを目指す。

実行委員
青森県14名
秋田県1名、岩手県1名、宮城県1名、山形県1名、福島県1名

当日参加者

78名
（県別内訳）

青森県34名、秋田県7名、岩手県5名、宮城県15名、山形県7名、福島県10名
（職種別内訳）

看護師26名、MSW・PSW30名、医師6名、行政5名、その他11名

開催概要 テーマ：〜KNOW〜 to us / to myself
がん相談員を知ってもらうこと、相談員が自身を知ること
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9:15〜
9:55〜

受付開始 各県ごと受付
○オリエンテーション

10:00〜
オープニング・セッション（開会）
挨拶
・青森県がん診療連携協議会相談支援部会長 丹野弘晃

10:10〜
第１部
東北各県の広報（地域療養冊子、ホームページの活用方法） 座長 丹野弘晃
青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県

12:00〜 昼 休 み

13:00〜
第2部
相談員のストレスマネジメント 講師 静岡県立静岡がんセンター 福地智巴

16:40〜17:00

クロージング・セッション（閉会）
総評
・東北がんネットワーク患者相談室専門委員会委員長 藤谷恒明

引き継ぎ式
青森県部会長から山形県部会長へ

挨拶
・山形県がん診療連携協議会相談部会長 鈴木克典

当日のスケジュール
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第１部 【各県の広報、地域療養冊子、ホームページの活用】について

＜アンケート結果＞～自由記載より一部抜粋～

・各県の取り組みを知ることができた。

・各県の工夫や努力が感じられた。このガイドブックを大切に使いたいと思った。

・療養冊子、インターネットのサイト等、自県で取り組めることを考えていきたい。

・各県の取り組みが具体的に聞けるのはとても良い。広報については当県は遅れているので、今後の参考になった。

大変役に
立った
60%

役に立った
34%

普通
6%
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第２部【相談員のストレスマネジメント】について

④参加者間のコミュニケーションは取れましたか

＜自由記載より一部抜粋＞

・ストレスに気づきストレスに対処するために必要なことだと思った。

・自分を見つめ直すことや、他の意見について知ることができてよかった。自分のストレスフルな状態を客観視することの大切さ、自分のク

セへの理解の大切さを知ることができた。

・他県、他業種の方と交流ができ、ストレスについて共有することができてよかった。

・グループワーク割について、もう少し考慮を（女性ばかりだった）意見の偏りがあり活発性も低く感じた。

・自分を大切にしないと患者さんのサポートはできないことを再認識することができた。

できた
67%

まあまあできた
30%

普通
2%

無回答
1%

大変役に
立った
56%

役に立った
40%

普通
4%

ちょうど
いい
73%

短い
1%

普通
14%

⻑い
12%

とれた
51%

まあまあとれた
42%

普通
1%

あまりとれなかった
6%

大変満足
54%

満足
44%

普通
2%

①講演は理解できたか ③研修時間はどうでしたか②グループワークはいかがでしたか

⑤全体を通して、研修内容はいかがでしたか
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その他アンケート結果

Q 今後フォーラムで取り上げたいテーマや試してみたいプログラム編成がございましたらご記入ください

＜自由記載より一部抜粋＞

・リラックスして参加できる内容は気持ちも軽くとても実り多かった。

・継続していけるといいと思います。

・駅から近い会場で助かりました。お弁当も美味しかったです。準備の方大変ありがとうございました。

・皆様にお会いできて良かったです。

・運営に関わっていただきました青森県の皆様お疲れさまでした。良いフォーラムでした。

・東北2周目はあるのでしょうか？

＜自由記載より一部抜粋＞

・今回2部の続きマインドフルネス。

・ピアサポーター養成研修について。ピアサポーターとがん患者支援について。

・講義形式もよいがサロンという形で各県の相談員と話す機会がほしい。

・「評価」「フィードバック」「相談員のサロン」は必要かもしれません。

Q 本フォーラムについてご意見やご感想がございましたらご記入ください
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今後に向けて

皆様のご協力を賜り、無事、盛会にフォーラムを終了で
きました。誠にありがとうございました。

東北ブロックでは、令和２年度、山形県でフォーラムを
開催いたします。引き続きよろしくお願いいたします。

【課題】

・事務局としての事務作業の多さ（相談業務の片手間には大変厳しい）

・実行委員間の情報共有の機会を確保することが困難
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